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　はじめにみなさんに『o Pagador de Promessas』と
いう1962年のブラジルの映画の一部をご覧いただき
ます。「o Pagador」は、罪を償うもの、約束を果たすも
のということです。これは約束を果たし、キリストの
ように罪を贖う男の話で、すごくいい映画です。1962
年に、カンヌ映画祭でパルム・ドールを獲得しました。

映画『O Pagador de Promessas』にみる
カンドンブレとカポエィラ

　資料３－１に示した映画の一場面では、主人公の男
が大きな十字架を背負っています。サルヴァドールの
バイーアの教会に、この十字架を運んできたのです。
　主人公の男は、アフリカ由来の黒人たちの宗教、呪
術的な面がある宗教の儀式にすがって、自分がとても
大事にしているロバが死にそうになっているのを助
けてもらおうと神様にお願いして、実際にロバは助か
りました。そのとき「ロバが助かった暁には、等身大の
十字架を持ってサルヴァドールの教会に徒歩でお参
りする」と誓ったので、この教会まで十字架を背負っ
て歩いて運んできたわけです。
　ところが、その事情を聞いた資料３－１の左側にい
る教会の司祭は、まるでなにか恐ろしい言葉を聞いた
かのように、「カンドンブレ！」と言って、「十字架をか
ついで歩くのは冒涜だ。教会に入れてやるわけにはい
かない」といって、願いを聞き入れてくれません。
　そのあと、祭りに集まってきた人々のあいだで「こ
の人はもしかして現代の聖人じゃないか」とか「いや、
ただの詐欺師じゃないか」など噂が噂をよびます。つ
いにはジャーナリストなどが詰めかけて、大騒ぎにな
ります。そこでのお祭りのなかでカポエィラが行なわ
れています（資料３－２）。
　この映画には字幕が付いていませんが、YouTube
で見ることができます。私はサンパウロで、ブラジル
の映画になにか面白いのはないだろうかと、まちの屋
台みたいなところでまったく無作為に買ってきたも

のを次々見ていて、この映画に出合いました。私はポル
トガル語ができませんが、字幕がなくても最後まで見
入ってしまいました。それぐらい映像に力があります。

メルロ＝ポンティ以降の身体論と
ジル・ドゥルーズのマイノリティ哲学に着目

　本日、私がここにいるのは奇妙なことだと思われる
方が多いと思います。私はフランス文学や思想を専攻
していてブラジルについては疎いのですが、2006年
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資料３－１　映画『O Pagador de Promessas』の一場面
https://www.youtube.com/watch?v=WLqFa-61tkM

資料３－２　映画『O Pagador de Promessas』での
カポエィラ

https://www.youtube.com/watch?v=WLqFa-61tkM
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ごろから何度もブラジルに行って、セミナーやレク
チャーをしました。
　そこでの講演が契機となって、ブラジルで、ポルト
ガル語と英語のバイリンガルの本を出版しました。

『知られざる身体の発生』というタイトルです。今日は
まさに身体の話題になりましたが、私の長い間のテー
マが身体です。先ほども名前が出たメルロ＝ポンティ
以降の身体論に、興味を持ってきました。
　私はブラジル研究者ではありませんので、ブラジル
では三つぐらいのテーマで話します。一つはジル・ドゥ
ルーズの身体哲学の話をします。なぜジル・ドゥルー
ズの話をブラジルで熱心に聞いてもらえるのかにつ
いて、私はずっと意識してきました。
　ジル・ドゥルーズの哲学の大きなテーマがマイノリ
ティで、彼の哲学は「マイノリティの哲学」と言えま
す。マイノリティ・グループは、それぞれの国に存在し
ます。その際のマイノリティというのは、人口の数に由
来するものではありません。たとえばブラジルでカポ
エィラをする人は、数としてはマイノリティとは言え
ませんが、これだけカポエィラについて話題になるの
は、それがマイノリティ・グループのものだからです。
　しかし、マイノリティの哲学では、マイノリティ集
団とか社会的・歴史的な意味を持つマイノリティの
域をはるかに越えてゆきます。たとえばヨーロッパの
精神と身体をまっ二つに分けて考える思想の伝統で
は、身体そのものがマイノリティになります。また、女
性や子どもがマイノリティです。さらに世界ではヨー
ロッパ系の白人が、そして大人がマジョリティだった
りするわけです。
　マイノリティという考え方では、まさに身体がマイ
ノリティになる。普段我々が知覚している、感じてい
る、思考している大部分のカテゴリから身体の次元が
逃れてしまうことです。そういう目に見えない世界、
知覚しがたい世界がマイノリティである。このマイノ
リティの次元をジル・ドゥルーズ＝フェリックス・ガタ
リはどんどん拡げていったため、今日とても重要な、
世界的な案件になっているマイノリティの問題を本
質的に考える機会を作ったと言えると思います。

演劇に身体を発見した
アントナー・アルトーの思想遍歴

　もう一つの私の研究テーマは、アントナー・アルトー
というフランスの演劇人です。この人は、演劇のなか
に身体というものを発見する。「身体の演劇」という表

現は今日ではほとんど古くさいものになりましたが、
1920年代、30年代にこんなことを言った人はほとん
どいませんでした。そんななかで彼は、「演劇というの
は身体の表現だ」、「身体を発見する芸術だ」というこ
とを言い続けた人です。
　そして、ヨーロッパ・モデルの演劇ではなく、インド
ネシアのバリ島やメキシコのタラウマラ・インディア
ンに興味を持って、実際にメキシコにも行きました。
ブラジルには残念ながら行っていませんが、彼なり
に演劇と身体という問題を、とても大きな本質的なス
ケールで考えて、バリ島、さらにはメキシコと、画期的
な思想的移動を行なった人として知られています。

身体について真剣に考えた
ダンスの改革者・土方巽の足跡

　もう一つ私がブラジルで話をするテーマは、土方巽
という、私が彼の晩年に知り合った偉大なダンサーに
ついてのことです。彼は1960年ぐらいに日本のダン
スの概念をまったく変えてしまった、たいへんなダン
スの改革者です。
　それと同時に、彼はダンサーにしてはずいぶんたく
さんの文章を書きました。『土方巽全集』という著作集
が、２冊出版されています。そのなかで彼は、言葉の問
題、身体の問題、表現の問題、それからこの社会のなか
でダンスがなぜ必要なのかということを、とても本質
的なレベルから考えています。
　今日、「舞踏」という言葉は世界中で使われていま
す。舞踏とカポエィラにどんな関係があるか、考えて
みると興味深いかもしれません。そして、そもそも舞
踏とはなにかを考える必要がある。「舞踏」という言葉
はあまりに安易なキャッチ・フレーズになってしまっ
たので、修正しなくてはいけないのではないかなど、
ダンサーのあいだでも議論が巻き起こっています。
　そうしたことに関連して、土方巽という人が、日本
の1960年代という文脈で身体について真剣に考えた
足跡を、ブラジルではお話ししてきました。

ブラジルのルーツを探る
グラウベル・ローシャの作品世界

　このようなことを考えながら、私が徐々に発見して
きたものの一つがブラジルの映画です。グラウベル・
ローシャは日本でもDVDのボックス・セットが出てい
るので、見ることができます。1960年代から1980年
代ぐらいまで、フランスのヌーベルバーグにあたるよ
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うなブラジルの「シネマ・ノーヴォ」という流れを作っ
た張本人と言える映画監督です。
　グラウベル・ローシャの初期の映画に『Barravento』
という1962年の作品があります。先ほど紹介した『o 

Pagador de Promessas』も1962年の作品でした。この
ころは、もう少ししたらブラジルがファシズム体制に
入る時期です。全体主義支配に向かう、軍政に入って
いく時期ですが、その前にこういう映画ができている。
これらはすでに激しい抵抗の意識が表現されている
映画でもあるわけです。
　グラウベル・ローシャの『Barravento』も、やはり舞
台はバイーアで、カンドンブレの文化が背景にありま
す。そこで暮らす漁師たちは、カンドンブレの予言で
毎日生きている。そこに黒人の若い男性が都会から
帰ってきて、「こんな生活をしていたら、おまえたちは
絶対に貧困から抜け出せないぞ」と言い始める。「どう
にかこういう生活を変えなきゃだめだ」という葛藤を
テーマにした、すばらしい映画です。
　自分のことを白人だと認識しているブラジル人で
も、祖先に黒人がいるケースはとても多いようです。
しかし、ローシャはおそらくヨーロッパ系だと思いま
す。ローシャは40歳ぐらいで亡くなりますが、1962年、
23歳という若さで、バイーアの黒人たちの生活に密着
して、しかもドラマチックな作品を作りました。
　彼の映画を見たことがある方もおられると思いま
すが、イタリアのパゾリーニやゴダールの影響を受け
ていて、当時としては斬新な表現意識を持ちながら、バ
イーアのアフリカ系の人たちの生活に密着して、いわ
ばブラジルのルーツを探る映画を作っている。このよ
うなところからも、ローシャは評価されていきました。
　他にも彼は、ブラジルのある時代の義賊の映画も
撮っています。ブラジルの貧民層から現れた義賊と、
その義賊を討伐するために遣わされた刺客の映画で、
ウエスタン仕立てと言えばそうですが、映画の作り方
自体はアメリカの西部劇とはまったく違う技法で作
られたすばらしい映画があります。
　このように私のブラジルへの興味は拡がってきま
した。今回はカポエィラのお話をたくさんおうかがい
できて、とてもうれしく思っています。

ドゥルーズ＝ガタリの生成変化の重要性と
マイノリティを万人の問題とした土方巽

　ドゥルーズ＝ガタリのマイノリティの哲学の重要
な点は、けっしてアイデンティティの擁護ではないと

いうことです。たとえば「黒人の文化は白人よりもは
るかにすぐれている」とか、そういう話ではありませ
ん。ドゥルーズ＝ガタリのマイノリティというのは、

「マイノリティになること」がとても重要なのです。フ
ランス語で「Devenir」、「生成変化」というややこしい
言葉を使う場合もありますが、マイノリティに「なる」
ということが大事です。
　つまり、その場合は、白人や日本人が黒人になって
みようとか、アントナー・アルトーがメキシコのイン
ディアンになってみようとか、バリ島のダンサーに
なってみようとか、そういうことが目覚ましいのだと
言うわけです。ですから、女性も女性であるだけでは
なくて、女性への生成変化を遂げないとマイノリティ
哲学の意味はないと言っています。
　土方巽の最後の仕事は『病める舞姫』という本です。
これは全編、自分が子どもであった、その子どもの身
体を追求するということを10年ぐらいかけてていね
いにしているものです。晩年、土方巽は踊りませんで
した。踊らずに、子どもになるということを一所懸命
にしていました。ですから、彼のマイノリティ哲学と
いうのは、「舞踏」を通じて、とてもダイナミックに、し
かも万人の問題、みんなの問題としてマイノリティと
いう問題を立てた。これがとてもおもしろいことだと
思います。


